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〔目的〉
の要 1:::. 日
fq jJ史はその大部分を中目玉葉性の実質組織がしめ，その内部に血管をもたない透明な組織であること
が特徴である。このことから角肢は中限葉性組織の障害を主体とするアレノレギー反応の本態を研究す
る目的でしばしば利用され，角膜では即時型アレノレギ一反応はおこらないといわれ，角膜内抗原注射
により即時型と遅延型アレ Jレギー反応の区別しようとする試みさえ報告されている。しかし近年には
角!肢においても即H寺型反応がおこるとの報告もみられ，この問題について現在で、は一致した見解がな
されていない。そこで角膜における抗原抗体反応を形態，病態生理の観点より角膜中央部と輪部の二
つにわけで，従来あまり研究されなかった角膜輪部反応の意義を解明しようとする。
〔方法ならびに成績〕
~ミ験助物:体重約 2kg の白色家兎
抗 原:牛血清アノレブミン(以下 BAS と略す)
人 7S r-ク守口プリン(以下 HGG と略す)
反応 ji]~起用抗原: Fluorecein-isothiocyanate をラベノレした BSA (以下 FITC-BSA)
Tetramethy lr hodamine-isothiocyana te をラベノレした HGG (以上 TRIC-HGG)
受副J感作用抗BSA血清:沈降素価 29 以上の抗BSA家兎血清を使用した。
実験:
1 ) 能動感作家兎の角膜反応
BSA 能動感作家兎のうち血中の沈降素価が 29 以上で，対応抗原による皮内反応が20x20 mm 以
上の陽性を呈することを確かめたのちに，その角膜内に BSA 0.05 ml を注入すると，角膜の浮腫，
細胞浸潤をともなう輪状混濁、角膜輪部での著明な細胞浸潤が約48時間をピークとして起った。この
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反応には種々の Factor が合まれているが、とくに角膜の浮腫と細胞浸潤をともなう輪状混濁にわけ
で解析するととにした。
2) 角膜浮腫について
a) 角膜内感作群
10% BSA 0.2 rnl を正常家見の一眼の角以 lサに注入すると， 約10 日目頃から角膜川聞の充
血，腫脹がおこり，角膜実質には周辺部より中央部へ進行する浮腫をきたした。この反応は抗原
注入後 2 週--3 週で最強となった。このとき他眼角膜に FITC-BSA を注入すると 48h で第一
眼と同じ反応をきたし，その組織所見は角膜輪部に単球系を主体とした強い細胞没潤があり，角
膜実質には周辺より中央に向う浮腫を認めた。このときのI但吊r 中には R{層法では沈降京はみとめ
られず，また角膜に輪状混濁はみられなかった白壁光顕微鏡所見では抗原は角映質中を輪部まで
びまん性にひろがっていたが，沈降線を示す所見はみられなかった。したがってこの所見は能動
感作群の反応から輪状混濁をのぞいたものと判断した。
b) 受動感作群
正常家兎を抗 BSA 血清静注にて受動感作し，その角膜内に FITC-BSA を注入した。この場
合にも肉眼的，生体角膜顕微鏡的に角膜実質中を周辺から中央 lこ進行する浮腫がみられたが輪状
混濁はみられなかった。組織所見ではやはり角膜輪部に細胞浸潤が著明であったが，その主体を
なすものは多核白血球であった。蛍光顕微鏡では抗原は輪部まで到達してここで輪部血管を縫う
ように抗原抗体沈降線が形成されていた。したがってこの所見は能動感作家兎にみられる反応に
くらべて輪部の浸潤細胞が単球系でなく多核白血球を主体とする点が異なり，純粋な即時型反応
の一つである被動性アノレサス型反応を惹起する条件でも， jfj)J英輪部で抗原抗体反応がおこれば，
角膜実質中には浮腫(肉眼的には混濁)をきたすことを示したものと考えた。つぎに上にのべた
角膜内感作および、受動感作家兎に BSA を角膜内に注入して反応がお乙ったのちに0.596 Evans 
blue 液を静注すると，色素は角膜輪部から角膜浮腫の部位に一致した実質内に侵入した。 この
事実は角膜の浮腫が主として輪部血管の障告にもとづくことを示したものと考えた。
3 ) 輪状混濁について
角膜内感作 (BSA あるいは HGG) した家兎に抗 BSA Jfrl清を静注したのち，その角膜に惹起用
抗原を注入した。
a) BSA 角膜内感作+抗 BSA 血清静注群
FITC-BSA を角膜内に注入すると角膜には浮腫， 浸潤細胞と抗原抗体沈降物で形成された輪
状混濁，輪部での単球系を主とする強し 1細胞浸潤がみられ，能動感作群と同ーの所見をえた。室長
光顕微鏡でも輪状混濁に一致した部に抗原抗体沈降物と思われる FITC の蛍光を示す線をみと
め能動感作家兎にみられる所見と一致した。
b) HGG 角膜内感作十抗 BSA 血清静注群
TRIC-HGG と FITC-BSA を混合したものを角膜内に注入した。この場合にも組織的所見は
3 a) と同一で角膜の浮腫，強い細胞浸潤をともなう輪状混濁， 輪部の単球系を主とする細胞浸
潤がみられた。鐙光顕徴鏡所見では FITC による蛍光を輪状混濁部にみとめたが， RITC !こる
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沈降線はみられなかった。
以上二つの所見から，抗原抗体沈降物と浸潤細胞で形成される角膜内の輪状混濁は単に血中の沈
降素価が高いというだけでは形成されない乙とはあきらかであって (2 . b) の所見)輪状混濁形成
には大量の血中沈降素とともに，角膜輪部における細胞成分による反応をともなうととが必要だと
認めた。
〔総括〉
1 ) 角膜における抗原抗体反応のさいにみられる角膜の浮腫は，角膜内における抗原抗体反応によ
っておこったためのみでなくて，主として輪部血管の反応によってもたらされたものである。
2) 能動感作時にみられるような強い細胞没潤をともなった輪状混濁の形成には， 1fll中の沈降素の
みによらず，輪部における単球系を主とする反応が必要である。
3 ) 角膜内抗原抗体反応のさいにみられる角肢の浮腫は必ずしも遅延型反応のみによって招来され
るのでなくて，角膜輪部の Arthus 反応もまた角膜浮腫を続発させる。したがって，即時型あるい
は遅延型アレルギー反応を角膜反応によって判定しようとする試みは， とくに慎重でなければなら
ない。
論文の審査結果の要旨
無1fI1管組織である角膜はアレノレギー反応における血管性囚子をとりのぞく目的でしばしばアレ Jレギ、
一反応の場としてとりあっかわれてきた。そして一般に角膜のアレルギ一反応は遅延型反応のみがひ
きおこされると考えられてきたが，即時型反応も存在するとの報告もあって，現在なお一致した見解
がなされていない。しかし角肢は完全に血管系から独立した存在ではなくて，周囲の輪部血管から受
ける影響は無視できないと考えられる。そこで抗原抗体反応のさいの角膜の変化を角膜輪部反応の面
より検討しようとしている。
家兎を能動感作，受動感作，角膜内感作，および角膜内感作後抗血m静注をおこない，そのおのお
のに佳光標織抗原を角膜内注射し，細隙灯顕微鏡所見，組織学的所見，鐙光顕微鏡所見について検討
した結果，次の結論をえている。
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1) JÍJ 肢における抗原抗体反応のさいにみられる角肢の浮腫は， )曻 n英内における抗原抗体反応によ
っておこったためのみでなくて，主として輪部血管の反応によってもたらされたものである。
2 )能動感作家兎角膜の抗原抗体反応のさいにみられるような強い細胞浸潤をともなった炎症性
輪状l1t濁の形成には， JTI1 [1:1の沈降来のみによらず， 輪部における単球系を主とする反応が必要であ
る口
3) 角 )J史内抗原抗体反応のさいにみられる角膜浮腫は必ずしも遅延型反応のみによって招来される
のではなくて，角膜輪部の Arthus 反応もまた角膜浮腫を続発させる。したがって即時型，あるい
は遅延型アレノレギ一反応を角膜反応によって判定しようとする試みは，とくに慎重でなければならな
し可。
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